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  今年は台風、洪水、地震などが各地を襲い、大きな被害をもたらしました。わがまち船橋・千歳台の防災は？担当係長にインタビュー！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ）最後に一言  A）まちづくりと防災を分けないで考えて頂ければと思います。防災はまちづくりの一環です。 

積極的に地域のイベントに参加し、人と出会うことが防災につながります。声を掛け合う関係ができれば、暮らし 

やすい街になっていきます。まちづくりセンターには防災に関する情報が多く集まっていますので、ぜひお越しく 

ださい。 

 

 

来年２月１日、希望丘複合施設の 3 階に「アップス」が

オープンします。「いつでも、気軽に使える若者のためのフ

リースペース」とは、どんなところでしょう？ 

世田谷区若者支援担当課の小野課長、生垣係長、アップ

スの下村センター長に聞きました。 

Ｑ愛称「アップス」の意味は？ 

Ａ公募で決めました。若者が飛躍する様子を表現し、「仲間と共に」「自分らしく 

過ごしてほしい」などの願いが込められています。 

 

Ｑ若者たちが内容を考えてきたそうですね？ 

Ａ「若者準備委員会」（公募）で、ハード面（部屋割り・内装など）と、ソフト面

（利用の仕方・プログラムの準備など）を話し合ってきました。また、子ども・

若者に関わる方々や、地域の代表による検討委員会でも 

ご意見をいただき、多世代交流ができる場を目指しました。 

 

Ｑ利用者は？  

Ａ中学生・高校生・大学生世代から 39 歳までの若者が対象 

です。開館時間は朝９時～夜 10 時まで、ふらっといつで 

も来られるように、休館日は年末年始と月一回のみ。ひ 

とりでも仲間同士でも利用でき、利用料はかかりません。 

 

Ｑどんな設備がありますか？      

Ａ音響機器の揃った多目的ホール、ドラムス等の楽器やＰＡ関連も充実した音楽 

スタジオ、学習室、調理室などがあります。交流スペースやカフェは多世代で 

使えますので、ぜひ活用してください。 

 

Ｑどんなことができますか？      

Ａダンスや声優体験等、若者がやってみたいプログラムを実施していく予定です。 

計画から関わることもできるそう。ゲームや読書でゴロゴロ過ごすのも、もち 

ろん ok。スタッフが常駐しています。 

 

船橋に区内３つ目の青少年交流センターができること、とても楽しみですね。 

地域の大人として温かく見守り、応援していきたいと思います。 

内覧会については区報等でご確認ください。 

 

世田谷区船橋 6-25-1  

問い合わせ先 

希望丘青少年交流センター準備室  

☎070-1737-0423 

e-mail info@kibougaoka-yc.jp 
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Q) 船橋まちづくりセンターでは、この地区の特徴をどの

ように捉え、どのような対策をとっていますか？ 

A) 船橋地区の防災上の特徴は、千歳船橋駅を中心として木造

住宅が多いこと（木造住宅密集地域：木密）と、洪水ハザー

ドマップで分かるように烏山川緑道があることでしょう。 

木密地域は、火事の際に消防車が入れない狭い道路が多

く、消火活動がしにくいため、地域の方同士の助け合いがよ

り大切になります。各町会・自治会では初期消火に備え、ス

タンドパイプの設置を進めています。 

烏山川緑道は、昨今のようにゲリラ豪雨が長時間続くと、

出水の可能性があります。区では「豪雨対策行動計画」に沿

って下水道整備を進めており、3年前の希望丘公園改修時に

グランドの下に大きな雨水貯留槽を作りました。浸水につい

ては、各戸や集合住宅単位でも、側溝のつまりに気を配り、

土のうや止水板等の対策を講じておくとよいでしょう。 

これらの活動を後押ししているのが、「船橋地区区民防災

会議」です。町会・自治会、区立小中学校関係者などが集ま

り、地域防災力の向上を推進しています。年 2回会議を開催

する他、普通救命講習、避難所運営訓練、防災塾などを実施

しています。 

 

 

Q) 災害は日頃の備えが大事といわれます。どのような点に 

気を付けたらよいでしょうか？ 

A) 東京都発行の「東京防災」や「東京くらし防災」はよい資料で

す。世田谷区も各種の資料を作成し、ホームページにも掲載して

いますので、ぜひご覧ください。 

   各町会・自治会では防災訓練などを実施していますので、日頃

から地域の防災訓練・避難訓練に参加して、地域の皆さんと顔見

知りになり、自分の街がどういうところなのかを知るとよいと思

います。また、災害が起きたらどうしたらいいのか、家族の中で

も話し合うことが大切です。 

他にも、災害に備えて、食料品や水、生活用品についても、十分

に備蓄しておいてください。 

 

Q) 実際に災害が起きたときは、どのように対応したらよい 

でしょうか？ 

A) ①地震が起きたら、自分の身を守ることを第一に。 

②外に出て周囲の被害状況を確認。 

③危険回避のために必要であれば、一時（いっとき）集合所（学 

校・公園など）に行き、様子を見る。 

④火災延焼などにより自宅や一時集合所が危険な状態になった 

時は、広域避難場所（芦花公園･明大八幡山グランド一帯等）

に行き、待機する。 

⑤自宅での生活が困難なとき、または二次災害を受ける可能性 

があるときは、避難所（区立小中学校）に行き、一時的に生 

活する。 

詳しくは、「災害時区民行動マ 

ニュアル」や区のホームページ 

等をご覧ください。 

 

 

10 月 11 日、船橋まちづくりセンターで奥村係長（左）に取材 

マニュアルやマップ等各種防災資料はまちづくりセンターで配布しています 

 

 

 



 

 

 

 

  

 

日時  12 月 16 日(日)  14 時開演 

場所  成城ホール（入場無料） 

 

   

 

 

 

 千歳丘高校 1 年生たちが、高校グランド脇の

「季節の野草に出会う小径」でボランティア活

動をしています。１年生の教科「人間と社会」

の取り組みで、今年度から身近なまちづくり推

進協議会緑化活動の一端を地元高校生が実践

するかたちで進められています。これまでも、

千歳船橋駅前花壇の花植えは同校生徒たちが

行ってきました。 

 緑化ボランティア活動 1 学期は、石拾いと花

植えが行われました。今後、落ち葉で堆肥を作

る予定もあるそうです。船橋地区の「みどり」 

を高校生が育 

むこの活動、息 

の長い取り組 

みになるよう 

見守りたいで 

すね。 

 
 *昆虫など生きもの 

の隠れ場所確保と 

生物多様性の観点 

から、小径では 5 

センチの高さで草 

をカット 

 

 

 
 

 

   

 

千歳台でりんご狩りができ 

ることをご存知ですか？ 

場所は成城警察署ならびの 

環八沿い。季節になるとたく 

さんのりんごがたわわに実っ 

ているのを見たことがある！ 

という方も多いのではないで 

しょうか。 

内海果樹園でりんごのもぎとりをはじめたのは約

18 年前。現在は千秋、シナノスイートなど９種類の

りんごが、食べごろになる順番に植えられています。

千歳台小学校の４年生が毎年授業の一環としてもぎ

とりに訪れる他、渋谷や杉並など区外からも、年間

約 2800 人もの来園者があるとか！ 

今年は台風の影響もあり、早くに店じまいとなり

そうですが、例年は８月上旬から 11 月までが収穫ど

き。区報せたがや８月１日号に情報が掲載されます

ので、ぜひ来年をお楽しみに。収穫した分だけ１

kg1000 円（2018 年）で販売。入園は無料。 
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砧総合支所では「せたがやを、徒歩で、廻ろう、

出かけよう。」をキャッチコピーに、船橋地区のウォ

ーキングマップ、サポートブック、動画を作成中で

す。地区からは、船橋地区身近なまちづくり推進協

議会やミニコミちとせ編集委員会のメンバーの他、

世田谷福祉専門学校生 14 名が参加しており、そのう

ち 8 名はベトナムからの留学生です。 

留学生は今年4月に入学してまだ半年余りですが、

近隣の介護施設等でアルバイトをしながら学業に励

み、さらに地域活動にも参加してくれています。 

6 月から会議を重ね、実際に船橋・千歳台の街歩き

もしました。10 月 21(日)には、秋空の下、7 名の学

生が参加して動画の撮影が行われました。 

マップと動画のお披露目イベントは 3 月 3 日(日)

に開催予定。その後、ウォーキングマップとサポー

トブックは船橋まちづくりセンター等で、無料でも

らえます。街歩きにご活用ください。 

 

 

１０月６日（土）、「歩こう会～地元の境界を歩いてみませんか～」（主催・船橋

地区身近なまちづくり推進協議会）に参加しました。船橋地区と他地区の境界を

実際に歩いてみて、思いのほか船橋地区が広いことに驚きました。 

出発は千歳船橋駅前広場。かつて品川用水だった千歳通りと環八の交差点付近

には、稗殻橋(ひえがらばし)が架かっていたそうです。千歳台の島田農園では、戦

後活躍したというオート三輪や製粉機を見学しました。 

千歳中学校近くの元陸軍大臣荒木氏の忠魂塔が 

マンションの３階にまで及ぶ大きさであることに 

驚き、ガスタンクの門前にガス灯があることは、 

今回初めて知りました。船橋５丁目と経堂３丁目 

の境界は複雑で地図を見ながら再確認。 

自分の足で歩いた８km、16,000 歩の道のりは 

発見がいっぱいでした。次回は３月頃を予定して 

います。皆さんも参加されてはいかがでしょうか。 

 今年も音楽くらぶコンサートの時期がやってきました。Jr.コー

ラス、Jr.オーケストラは、月 1～2 回の少ない日数ながら、この

日の為に練習してきました。当日初めて舞台に上がる子どももい

ます。友情出演の船橋希望中学校吹奏楽部の演奏も楽しみです。 

舞台袖でワクワク・ドキドキしている子どもたちを、どうぞ応

援してください。 

 

果樹園の隣には公園もあります 

お弁当を持ってりんご狩りも楽しいですよ 

希望丘公園の壁泉の前で動画撮影中の学生たち 

ミニコミ編集委員会の、新しい委員が決まりました。 

菊池智世美（町会・自治会連合会推薦） 

 

緑いっぱいの烏山緑道（船橋と経堂の境界） 
ベトナムからの留学生もがんばっています！ 

 

 

2 学期、草のカット*に取り組む生徒たち 

 
船橋地区版 ウォーキングマップ 

 

 

 

 

 
お茶席で談笑する人たち 

買い物客でにぎわうフリーマーケット会場

  

 

 

地区の行事予定 

11/11(日) 子どもバザール 船橋児童館 

11/17(土),18(日) 知床物産展 千歳船橋駅前広場 

11/23(金) ふなきぼ deフェスタ 船橋希望中学校 

11/25(日) めばえまつり 千歳台小学校 

11/26(月),12/3(月) 健康講座(身近なまちづくり推進協議会) 船橋まちづくりセンター 

12/14(金) 青少年地区委員会中学生研修  船橋希望中学校 

12/16(日) 
子どもぶんか村 

音楽くらぶコンサート  
成城ホール 

12/16(日) ちとふなまつり“冬” 千歳船橋駅前広場 

12/21(金) 青少年地区委員地域研修  船橋希望中学校 

12/25(火) 小中学校終業式 各小中学校 

2/23 (土) 船橋希望中学校避難所運営訓練  船橋希望中学校 

3/10 (日) 3.11 を忘れない！ 千歳船橋駅前広場 

3/16 (土) 砧地域ご近所フォーラム  成城ホール 

3/20 (水) 中学校卒業式  

3/24 (日) 子どもぶんか村発表会  船橋希望中学校 

3/25 (月) 小学校卒業式  

 

 

 
 

11 月 3 日（祝・土）、模擬店、ステージでの演技、 

フリーマーケット、こどもきっさ、餅つき、野菜販売 

などで、多世代の方が親睦を深めました。はしご車体験 

コーナーの消防車が公務のため出動する一幕もあり 

ましたが、帰還して無事実施されました。改修工事が 

終わった希望丘公園には、17,000 人（主催者発表） 

もの人が集まりました。 

第 1 回から恒例の民生児童委員協議会のお茶席も、 

行列ができる盛況ぶり。今年も、委員さんが心をこ 

めて点てた薄茶と上品な甘さのじょうよまんじゅう 

が人気でした。緋毛氈（ひもうせん）におかれた野 

の花を愛でながら、心も体も癒されるひとときを多 

くの人が楽しんでいました。 
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る
方
の
心
に
、
一
片
で
も

残
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
◆
手
前
味
噌
で
す

が
、「
ミ
ニ
コ
ミ
ち
と
せ
」
は
編
集
委
員
が
総
出
で

取
材
に
あ
た
り
、
新
聞
記
者
顔
負
け
の
「
足
で
書

い
た
」
記
事
ば
か
り
で
す
。
今
号
も
、
細
部
の
一

文
字
に
至
る
ま
で
血
の
通
っ
た
紙
面
を
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
◆
発
行
ま
で
に
出
会
っ

た
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、
こ
の

つ
な
が
り
こ
そ
「
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
「
防
災
」

の
力
に
な
る
の
だ
と
、
改
め
て
冒
頭
の
言
葉
を
か

み
し
め
て
い
ま
す
。（
の
） 

 

 

 
 
 
 

砧総合支所では「せたがやを、徒歩で、廻ろう、

出かけよう。」をキャッチコピーに、船橋地区のウォ

ーキングマップ、サポートブック、動画を作成中で

す。地区からは、船橋地区身近なまちづくり推進協

議会やミニコミちとせ編集委員会のメンバーの他、

世田谷福祉専門学校生 14 名が参加しており、そのう

ち 8 名はベトナムからの留学生です。 

留学生は今年4月に入学してまだ半年余りですが、

近隣の介護施設等でアルバイトをしながら学業に励

み、さらに地域活動にも参加してくれています。 

6 月から会議を重ね、実際に船橋・千歳台の街歩き

もしました。10 月 21(日)には、秋空の下、7 名の学

生が参加して動画の撮影が行われました。 

マップと動画のお披露目イベントは 3 月 3 日(日)

に開催予定。その後、ウォーキングマップとサポー

トブックは船橋まちづくりセンター等で、無料でも

らえます。街歩きにご活用ください。 

 

 

１０月６日（土）、「歩こう会～地元の境界を歩いてみませんか～」（主催・船橋

地区身近なまちづくり推進協議会）に参加しました。船橋地区と他地区の境界を

実際に歩いてみて、思いのほか船橋地区が広いことに驚きました。 

出発は千歳船橋駅前広場。かつて品川用水だった千歳通りと環八の交差点付近

には、稗殻橋(ひえがらばし)が架かっていたそうです。千歳台の島田農園では、戦

後活躍したというオート三輪や製粉機を見学しました。 

千歳中学校近くの元陸軍大臣荒木氏の忠魂塔が 

マンションの３階にまで及ぶ大きさであることに 

驚き、ガスタンクの門前にガス灯があることは、 

今回初めて知りました。船橋５丁目と経堂３丁目 

の境界は複雑で地図を見ながら再確認。 

自分の足で歩いた８km、16,000 歩の道のりは 

発見がいっぱいでした。次回は３月頃を予定して 

います。皆さんも参加されてはいかがでしょうか。 

 今年も音楽くらぶコンサートの時期がやってきました。Jr.コー

ラス、Jr.オーケストラは、月 1～2 回の少ない日数ながら、この

日の為に練習してきました。当日初めて舞台に上がる子どももい

ます。友情出演の船橋希望中学校吹奏楽部の演奏も楽しみです。 

舞台袖でワクワク・ドキドキしている子どもたちを、どうぞ応

援してください。 

 

果樹園の隣には公園もあります 

お弁当を持ってりんご狩りも楽しいですよ 

希望丘公園の壁泉の前で動画撮影中の学生たち 

ミニコミ編集委員会の、新しい委員が決まりました。 

菊池智世美（町会・自治会連合会推薦） 

 

緑いっぱいの烏山緑道（船橋と経堂の境界） 
ベトナムからの留学生もがんばっています！ 

 

 

2 学期、草のカット*に取り組む生徒たち 

 
船橋地区版 ウォーキングマップ 

 

 

 

 

 
お茶席で談笑する人たち 

買い物客でにぎわうフリーマーケット会場

  

 

 

地区の行事予定 

11/11(日) 子どもバザール 船橋児童館 

11/17(土),18(日) 知床物産展 千歳船橋駅前広場 

11/23(金) ふなきぼ deフェスタ 船橋希望中学校 

11/25(日) めばえまつり 千歳台小学校 

11/26(月),12/3(月) 健康講座(身近なまちづくり推進協議会) 船橋まちづくりセンター 

12/14(金) 青少年地区委員会中学生研修  船橋希望中学校 

12/16(日) 
子どもぶんか村 

音楽くらぶコンサート  
成城ホール 

12/16(日) ちとふなまつり“冬” 千歳船橋駅前広場 

12/21(金) 青少年地区委員地域研修  船橋希望中学校 

12/25(火) 小中学校終業式 各小中学校 

2/23 (土) 船橋希望中学校避難所運営訓練  船橋希望中学校 

3/10 (日) 3.11 を忘れない！ 千歳船橋駅前広場 

3/16 (土) 砧地域ご近所フォーラム  成城ホール 

3/20 (水) 中学校卒業式  

3/24 (日) 子どもぶんか村発表会  船橋希望中学校 

3/25 (月) 小学校卒業式  

 

 

 
 

11 月 3 日（祝・土）、模擬店、ステージでの演技、 

フリーマーケット、こどもきっさ、餅つき、野菜販売 

などで、多世代の方が親睦を深めました。はしご車体験 

コーナーの消防車が公務のため出動する一幕もあり 

ましたが、帰還して無事実施されました。改修工事が 

終わった希望丘公園には、17,000 人（主催者発表） 

もの人が集まりました。 

第 1 回から恒例の民生児童委員協議会のお茶席も、 

行列ができる盛況ぶり。今年も、委員さんが心をこ 

めて点てた薄茶と上品な甘さのじょうよまんじゅう 

が人気でした。緋毛氈（ひもうせん）におかれた野 

の花を愛でながら、心も体も癒されるひとときを多 

くの人が楽しんでいました。 

 

 


